
 

 

 

日
本
で
は
革
命

と
い
う
の
は
起

き
て
い
な
い
と

思
う
。
絵
画
で

も
有
名
な
フ
ラ

   （１） 
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ン
ス
革
命
▼
１
人
の
女
性
が
勇

敢
に
闘
う
姿
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。 

「
民
衆
を
導
く
自
由
の
女

神
」。
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
民
衆
が

立
ち
上
が
っ
た
と
聞
く
。
多
く

の
人
が
行
動
に
参
加
し
た
か
ら

こ
そ
、
革
命
は
成
し
得
た
と
思

う
▼
日
本
人
は
、
自
分
の
苦
し

み
・
悲
し
み
を
言
わ
な
い
の
が

美
徳
と
考
え
る
人
が
多
い
と
思

う
。
誰
か
が
声
を
上
げ
て
も
、

自
分
が
同
じ
事
を
思
っ
て
も
、

一
緒
に
な
っ
て
行
動
す
る
事
が

出
来
な
い
人
が
多
い
と
思
う
。

デ
モ
参
加
者
に
対
し
、
心
無
い

発
言
を
す
る
人
も
居
る
。
隣
人

の
苦
し
み
・
悲
し
み
を
、
我
が

事
と
し
て
考
え
る
事
が
出
来
な

か
っ
た
り
、
原
発
事
故
に
よ
り

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

人
に
も
冷
た
い
▼
同
じ
国
の
人

に
優
し
く
出
来
な
い
な
ら
、
他

国
の
人
に
は
期
待
出
来
な
い
。

私
は
「
他
人
の
心
を
想
い
遣
る
」

事
を
大
切
に
し
て
い
る
。
外
国

人
労
働
者
へ
差
別
の
心
を
持
つ

の
で
は
な
く
、
親
し
い
隣
人
と

し
て
付
き
合
っ
て
ほ
し
い
（
Ｍ
） 

 

と
を
提
案
し
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
会
社
側
は
人
員
削

減
や
夜
間
手
当
の
削
減
を
大
き

な
目
的
と
し
て
き
て
い
ま
す
。

国
会
で
は
、
労
働
条
件
に
つ
い

て
す
べ
て
の
社
員
を
大
切
に
す

る
こ
と
や
長
時
間
労
働
を
招
く

こ
と
の
な
い
よ
う
な
ど
の
付
帯

決
議
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
職
場
で
は
、
期
間
雇
用

社
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
向

調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
多

く
の
期
間
雇
用
社
員
が
不
安
に

な
ら
な
い
た
め
に
も
私
た
ち
労

働
組
合
の
存
在
は
重
要
と
確
信

し
て
い
ま
す
。 

現
在
の
深
夜
帯
で
働
く
社
員

の
う
ち
、
深
夜
帯
で
の
郵
便
の

区
分
作
業
に
携
わ
る
社
員
は
全

国
で
一
日
当
た
り
約
８
７
０
０

人
。
正
社
員
が
約
２
０
０
０
人

（
２
３
％
）、
期
間
雇
用
社
員
約

６
７
０
０
人
（
７
７
％
）。
会
社

側
か
ら
再
配
置
可
能
な
業
務
は

５
６
０
０
人
で
あ
り
、
深
夜
に

残
す
業
務
は
３
１
０
０
人
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
深
夜
割

増
手
当
の
削
減
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
て
、
ひ
と
月
５
５

０
０
～
６
３
０
０
円
、
月
収
で

２
１
万
円
が
１
５
万
円
へ
減
収

と
な
る
と
報
告
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
郵
便
内
務
労
働

者
の
基
本
賃
金
が
あ
ま
り
に
も

少
な
い
こ
と
が
原
因
で
す
。 

         

昼
間
帯
へ
異
動
す
る
と
し
て

も
、
８
時
間
勤
務
自
体
が
、
少

な
い
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で
の
見
直
し
は
、
そ
こ
で

働
く
労
働
者
の
声
を
届
か
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

今
回
の
要
求
書
は
、
第
一
弾

と
し
て
全
国
の
仲
間
の
先
頭
と

し
て
提
出
を
行
い
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
不
十
分
で
す
が
、
実
施

ま
で
に
は
さ
ら
に
提
出
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
職

場
で
起
き
て
い
る
こ
と
や
問
題

点
に
つ
い
て
、
東
京
地
本
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
各
職
場
か

ら
声
を
上
げ
て
い
き
し
ょ
う
。 

 

        

 

 

 
 

 

 

 

 

５月２０日厚生労働省前。コロナ対策をしながらコロ

ナ感染者の命を救うため日夜働いている病院関係者は、

病床を減らす病院に対し補助金を出す、政府の政策を今

すぐ止めるよう要求しました。都立病院の統廃合を押し

進める政策にも、今はコロナ患者をより多く診察する体

制作りをするべきであり、医療崩壊を起こしている実態

を直視するよう強く求めました。 

場所を変え日比谷公園に移動します。ここからは、オ

ンライン動画でも流れています。１日８時間働いて生活

できるためには、最低賃金１５００円必要。福祉・保育・

生協で働く人や女性・非正規社員として働いている人は、

洋服も買えないと話してくれた方もいました。高校生の

アルバイトよりも低い時給で働かせられ、働いても貧困

から抜け出せない事に毎日が大変だと切実に語ってくれ

ました。 

今、政府は憲法を変えたりする事だけは熱心で、貧困

者に対し何も政策を出しません。今切実に困っている人

に対し政策を出すのが政府の役割であり、今後皆で声を

上げていこうと団結し、集会を終えました。 

      

 

昨
年
の
秋
に
郵
便
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し

た
こ
と
に
伴
い
、
通
常
郵
便
物

の
「
土
曜
休
配
と
翌
日
配
達
」

の
見
直
し
が
今
年
の
１
０
月
か

ら
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し

て
東
京
地
本
は
、
要
求
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
以
前
か
ら
深
夜

労
働
の
軽
減
と
翌
日
配
達
の
見

直
し
、
機
械
を
夜
中
で
は
な
く

半
日
ず
ら
し
て
昼
間
動
か
す
こ

を
提
案
し
て
い
ま
し
た
。
が
、

会
社
側
は
人
員
削
減
や
夜
間
手

当
の
削
減
を
大
き
な
目
的
と
し

て
き
て
い
ま
す
。
国
会
で
は
、

労
働
条
件
に
つ
い
て
す
べ
て
の

社
員
を
大
切
に
す
る
こ
と
や
長

時
間
労
働
を
招
く
こ
と
の
な
い

よ
う
に
な
ど
の
付
帯
決
議
が
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
職
場
で

は
、
期
間
雇
用
社
員
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
意
向
調
査
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
多
く
の
期
間
雇
用

社
員
が
不
安
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
私
た
ち
労
働
組
合
の
存
在

は
大
き
な
こ
と
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
現
在
の
深
夜
帯
で
働
く

社
員
を
見
て
み
る
と
、
深
夜
帯

で
の
郵
便
の
区
分
作
業
に
携
わ

る
社
員
は
全
国
で
一
日
当
た
り

約8700

人
。
正
社
員
が
約2000

人
（23

％
）、
期
間
雇
用
社
員
約

6700

人
（77

％
）。
会
社
側
か
ら

再
配
置
可
能
な
業
務
は5600

人

で
あ
り
、
深
夜
に
残
す
業
務
は

3100

人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
深
夜
割
増
手
当
の
削
減
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
て
、

ひ
と
月5500

～6300

円
、
月
収

で21

万
円
が15

万
円
へ
減
収

と
な
っ
て
し
ま
う
報
告
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
あ
ま
り
の

も
郵
便
内
務
作
業
に
対
す
る
基

本
賃
金
が
少
な
い
こ
と
が
原
因

で
す
。
で
は
、
昼
間
帯
へ
異
動

す
る
と
な
る
と
、8

時
間
勤
務
が

少
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
状
況
で
実
施
さ
れ
る

見
直
し
に
は
そ
こ
で
働
く
労
働

者
の
声
を
届
か
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
要
求
書

は
第
一
弾
と
し
て
全
国
の
仲
間

の
先
頭
と
し
て
提
出
を
行
い
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
要

求
書
で
は
あ
り
ま
す
の
で
実
施

ま
で
に
次
の
要
求
書
を
提
出
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

各
職
場
で
起
き
て
い
る
こ
と
や

問
題
点
に
つ
い
て
は
東
京
地
本

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
各
職

場
か
ら
声
を
上
げ
て
い
き
し
ょ

う
。 

  

 

 

 

 

５・２０中央行動 

を展開 



  
  

 

残
念
な
が
ら
、
そ
の
後
も
感

染
拡
大
は
増
え
続
け
、
式
典
開

催
は
無
観
客
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
宣
言
で
は
、

寺
島
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
実
行
委

員
会
事
務
局
長
か
ら
、
今
日
５

月
１
日
は
全
世
界
で
メ
ー
デ
ー

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
。
国
際
連
帯
を
確
認
す
る
日

で
も
あ
る
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。 

開
会
宣
言
で
は
、
平
賀
中
小

民
間
労
組
懇
談
会
代
表
か
ら

長
時
間
労
働
を
決
死
の
た
た

か
い
で
８
時
間
労
働
に
し
た

意
義
を
再
確
認
す
る
こ
と
と

底
辺
の
労
働
者
の
権
利
を
向

上
し
よ
う
と
宣
言
さ
れ
た
。
議

長
団
を
選
出
し
、
主
催
者
あ
い

さ
つ
と
し
て
鎌
田
国
労
東
京

地
本
委
員
長
、
連
帯
の
あ
い
さ

つ
で
は
、
西
川
都
労
連
委
員
長

が
行
い
ま
し
た
。 

 

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
村
松
東

京
都
産
業
労
働
局
長
、
韓
国
・

民
主
労
総
、
福
島
み
ず
ほ
社
民

党
党
首
、
第
３
１
回
京
都
地
域 

メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
、
第
９

２
回
大
阪
・
中
之
島
メ
ー
デ
ー

実
行
委
員
会
、
こ
く
み
ん
共

済
、
中
央
ろ
う
き
ん
、
第
９
２

回
中
央
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員

会 

（２） 

２０２１年６月 1日（火） 第１０６号 

年  月 日（ ） 第  号 

    

 

当
面
の
行
動
日
程 

６
月
５
・
６
日 

第
２
９
回 

非
正
規
社
員
ｉ
ｎ
愛
知 

オ
ン
ラ
イ
ン
集
会 

 

１
０
日 

第
１
０
回
地
本 

執
行
委
員
会 

 

１
２
日 

米
軍
基
地
に
反
対

す
る
集
会
・
デ
モ
（
福
生
公
園
） 

 

１
７
日 

東
京
地
評
最
賃 

宣
伝
行
動
（
池
袋
駅
東
口
） 

 

１
９
日 

総
が
か
り 

国
会
議
員
会
館
前
行
動 

 

２
４
日 

第
１
６
回 

地
方
委
員
会 

７
月
２
・
３
日 

第
１
０
回 

全
国
大
会 

 

４
日 

東
京
都
議
会
選
挙 

 

８
日 

第
１
１
回
地
本 

執
行
委
員
会 

 

１
７
・
１
８
日 

全
国 

書
記
長
会
議 

 

２
９
日 

第
１
２
回
地
本 

執
行
委
員
会 

８
月 

１
９
日 

第
１
３
回 

地
本
執
行
委
員
会 

 

２
６
日 

第
１
０
回 

東
京
地
本
大
会 

  

５
月
１
日
、
第
９
２
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
の
犠
牲
を
私
た
ち
労
働
者
・
市
民
に
し
わ
寄
せ
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
強
行
開
催
で
自
ら
の
延
命
を
図
る
政
府
・
財
界
の
あ
り
方
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
の
声
を
絶
や

さ
な
い
た
め
に
も
、
今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。 

 

済
、
中
央
ろ
う
き
ん
、
第
９
２

回
中
央
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会 

か
ら
寄
せ
ら
れ
「
ひ
と
り
の
仕

方
な
い
」
か
ら
「
み
ん
な
で
変

え
る
」
み
ん
な
で
声
を
上
げ
れ

ば
変
え
ら
れ
る
と
団
結
が
呼
び

か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 
決
意
表
明
で
は
、
外
国
人
労

働
者
・
争
議
組
合
と
し
て
全
統

一
の
長
谷
川
ロ
ウ
ェ
ナ
さ
ん
、

反
戦
・
平
和
で
は
青
木
沖
縄
・

一
坪
反
戦
地
主
会
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
、
非
正
規
雇
用
と
し
て
郵
政

ユ
ニ
オ
ン
で
労
契
法
２
０
条
集

団
訴
訟
の
原
告
で
あ
る
井
上
さ

ん
が
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
昨

年
１
０
月
の
最
高
裁
勝
利
判
決

か
ら
半
年
経
過
し
た
の
に
会
社

は
何
ら
制
度
改
正
を
行
わ
な
い

こ
と
を
批
判
し
ま
し
た
。
集
団

訴
訟
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
長

崎
の
原
告
４
名
が
和
解
し
、「
被

告
（
会
社
）
は
期
間
雇
用
社
員

の
待
遇
改
善
に
真
摯
に
努
め

る
」
と
和
解
条
項
に
入
れ
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
だ
と
訴
え
、

均
等
待
遇
を
か
ち
と
る
と
力
強

く
決
意
表
明
し
ま
し
た
。 

式
典
終
了
後
、
新
橋
駅
前
で
メ

ー
デ
ー
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行
い

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
様
々
な
団

体
か
ら
取
り
組
み
の
紹
介
、
訴

え
が
行
わ
れ
終
了
し
ま
し
た
。 

 

 (

会
社
）
は
期
間
雇
用
社
員
の

待
遇
改
善
に
真
摯
に
努
め
る
」

と
和
解
条
項
に
入
れ
た
こ
と
は

大
き
な
成
果
だ
と
訴
え
、
均
等

待
遇
を
か
ち
と
る
と
力
強
く
決

意
表
明
し
ま
し
た
。 

式
典
終
了
後
、
新
橋
駅
前
で

メ
ー
デ
ー
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行

い
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
様
々
な

団
体
か
ら
取
り
組
み
の
紹
介
、

訴
え
が
行
わ
れ
終
了
し
ま
し

た
。 

 

 

 

 郵政２０条裁判集団訴訟原告の井上さん 

新橋駅前でアピールする松原地本書記長  

 

反
戦
・
平
和
で
は
沖
縄
・
一
坪

反
戦
地
主
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の

青
木
さ
ん
、
非
正
規
雇
用
と
し

て
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
で
労
契
法
２

０
条
集
団
訴
訟
の
原
告
で
あ
る

井
上
さ
ん
が
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
昨
年
１
０
月
の
最
高
裁
勝

利
判
決
か
ら
半
年
経
過
し
た
の

に
会
社
は
何
ら
制
度
改
正
を
行

わ
な
い
こ
と
を
批
判
し
ま
し

た
。
集
団
訴
訟
で
は
全
国
に
先

駆
け
て
長
崎
の
原
告
４
名
が
和

解
し
、
「
被
原
告
４
名
が
和
解

し
、「
被
告 

 

 

 

 
菅首相は改憲手続法（国民投票法）

改定案を成立させ、9 条改憲に突き進

んでいます。緊急の課題は、コロナ感

染を一刻も早く収束させ、労働者・市

民の命と暮らしを守ることです。 

希望ある未来を切り拓こう 

ジェンダー平等・公正な社会実現をめざそう！  

第９２回中央メーデーは代々木公園野外ステージで開催（実行委員

会スタッフのみ）。同時にオンラインでの配信をおこないました。 


